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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

博
物
館
で
は
９
月
よ
り
企
画
展
「
小
南
双
坡
氏

と
百
姓
百
態
」
を
開
催
し
ま
す
。

小
南
双
坡
氏
が
描
い
た
「
百
姓
百
態
」
は
、
農

業
を
営
む
人
々
の
日
常
を
テ
ー
マ
に
、
そ
の
作
業

風
景
を
こ
ま
か
く
描
写
し
た
作
品
で
、
大
き
さ
は

色
紙
大
、
そ
の
数
百
点
を
越
え
ま
す
。

そ
の
絵
は
、
農
業
に
大
型
機
械
が
導
入
さ
れ
る

以
前
の
、ど
の
地
域
で
も
見
ら
れ
た
風
景
で
す
が
、

自
ら
土
を
耕
し
生
産
す
る
人
々
の
誇
り
と
た
く
ま

し
さ
が
一
枚
一
枚
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

地
べ
た
に
し
っ
か
り
と
足
を
つ
け
て
力
強
く
生

き
る
人
々
の
姿
を
、
作
品
を
と
お
し
て
味
わ
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
展
示

の
中
止
や
会
期
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
博
物
館
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

９
月
23
日
（
水
）
か
ら
11
月
29
日
（
日
）

ま
で
（
毎
週
月
曜
日
、
第
３
日
曜
日
、
祝
日

は
休
館
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
歴
民
俗
博
物
館
☎
４
２

局
３
２
０
０
番
ま
で

歴
史
民
俗
博
物
館
企
画
展

　
　
　
　

   

小
南
双
坡
と
百
姓
百
態

●
歴
史
民
俗
博
物
館

Ｋ
Ｂ
Ｃ「
ふ
る
さ
と
Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
鞍
手
町・直
方
市
」

●
九
州
朝
日
放
送
地
域
企
画
部

地
域
の
魅
力
を
Ｋ
Ｂ
Ｃ
の
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
で
毎
日
、
た
っ

ぷ
り
と
放
送
す
る
「
ふ
る
さ
と
Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
」
が
ま
た
鞍
手
町
に

や
っ
て
き
ま
す
。
２
回
目
の
今
回
は
８
月
31
日
（
月
）
か
ら
９

月
６
日
（
日
）
に
、
放
送
さ
れ
ま
す
。「
ふ
る
さ
と
Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
」

は
特
定
の
市
町
村
に
１
週
間
に
わ
た
り
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
ス

ペ
シ
ャ
ル
企
画
で
、
鞍
手
町
の
グ
ル
メ
や
物
産
、
元
気
な
企
業

や
団
体
、
人
物
な
ど
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
「
ア
イ
タ

カ
ー
」
も
町
内
各
所
を
駆
け
巡
り
ま
す
。

●
と
き　

８
月
31
日
（
月
）
か
ら
９
月
６
日
（
日
）

▽
Ｋ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
＝
「
小
林
徹
夫
の
ア
サ
デ
ス
。

ラ
ジ
オ
」「
Ｐ
Ａ
Ｏ
～
Ｎ
」
な
ど
各
番
組
▽
Ｋ

Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
＝
「
ア
サ
デ
ス
。
Ｋ
Ｂ
Ｃ
」「
サ

ワ
ダ
デ
ー
ス
」「
シ
リ
タ
カ
！
」
な
ど
各
番
組

●
問
い
合
わ
せ　

九
州
朝
日
放
送
地
域
企
画
部　

☎
（
０
９
２
）
７
５
２
局
５
１
６
２
番
ま
で

子育て時代を共に
過ごした友人が亡く
なったと夫君より知
らせがあった。遺骨
の一部は夫妻の愛し
た久住山へ眠ったと
いう。これで彼女は
常しえの山ガールと
なれた。死後の計ら
いを一考する機会に
なりました。

散
骨
済
み
永と

わ久
に
久
住
の
山
裾
に

友
は
眠
れ
る
山
や
ま
ガ
ー
ル
女
と
な
り
て

宮川眞知子さん
（くらじ短歌会）

短歌

福山伸枝さん（右）
（リフォーム教室）

リフォーム隅田三和さん（左）
（リフォーム教室）

母の形見の着物です。
デザイン（特に衿元に変化）、
柄の配置を考えました。着ると懐
かしい母が思われてきます。

いただいた着物の中に有った
絹の着物、前身頃のみに入った
あやめといととんぼ、あやめにと
まったホタルがきれいです。
古い着物に魅せられてしまいロ
ングベストに。着ていく所がある
かなァ？

光仔さん
（パッチワーク教室）

初めてのハワイアンキ
ルトです。

「百姓百態」の製作者である小南
双坡氏（明治 45 年～昭和 60 年）
は鞍手町猪倉出身。写真は同木月
にあった古月公民館で撮影された
ものです。

町
民
体
育
祭
・

子
ど
も
会
体
育
大
会

中
止
の
お
知
ら
せ

●
役
場
教
育
課
生
涯
学
習
係

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た

め
、
10
月
11
日
（
日
）
の
第

57
回
町
民
体
育
祭
と
11
月

１
日
（
日
）
の
鞍
手
町
子
ど

も
会
体
育
大
会
は
中
止
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課

生
涯
学
習
係
☎
４
２
局

７
２
０
０
番
ま
で

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止

の
た
め
、
朗
読

サ
ー
ク
ル「
こ
だ
ま
の
会
」で
は
、

令
和
２
年
９
月
５
日
（
土
）
に

く
ら
じ
の
郷
で
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
朗
読
発
表
会
を
、

中
止
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

松
浦
み
ち
子

☎
４
２
局
７
８
７
５
番
ま
で

朗
読
発
表
会

中
止
の
お
知
ら
せ

●
朗
読
サ
ー
ク
ル
「
こ
だ
ま
の
会
」



直
方
・
鞍
手
地
域
（
直
方
市
・
宮
若
市
・
小
竹
町
・
鞍
手
町
）
の

住
民
た
ち
が
自
ら
手
が
け
る
体
験
交
流
型
の
イ
ベ
ン
ト
「
ち
ょ
っ
く

ら　

ふ
れ
旅
」。

地
域
の
素
材
を
使
っ
た
親
子
で
も
の
づ
く
り
体
験
や
、
自
然
を
感

じ
な
が
ら
地
域
を
め
ぐ
る
体
験
な
ど
、
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
多
数
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

お
好
き
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
ん
で
、「
ち
ょ
っ
く
ら
」
で
し
か
味
わ

え
な
い
「
直
方
・
鞍
手
地
域
の
魅
力
」
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

詳
し
い
内
容
は
、
町
役
場
や
町
内
の
郵
便
局
等
で
配
布
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

９
月
４
日（
金
）か
ら
11
月
30
日（
月
）

●
と
こ
ろ　

直
方
・
鞍
手
地
域
の
各
開
催
場
所

●
受
付
開
始　

８
月
26
日（
水
）午
前
10
時
か
ら

●
参
加
方
法　

予
約
制
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
ま
た
は
上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

で
内
容
を
確
認
し
て
各
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
連
絡
先
ま
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ　

株
式
会
社
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
☎
（
０
９
４
８
）
５
２
局
３

２
４
４
番
ま
で

本
日
、
敬
老
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
長
寿
を
祝
福
す

る
と
と
も
に
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

今
年
は
令
和
最
初
の
お
正
月
を
穏
や
か
に
迎
え
、
静
か
な
年
の
始
ま

り
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
発
症
す
る
や
否
や
日
本
を
含

め
全
世
界
に
蔓
延
し
、
日
本
で
は
五
万
人
超
、
全
世
界
で
は
感
染
者
が

二
千
万
人
を
超
え
、八
十
万
人
に
迫
る
死
者
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、毎

年
の
よ
う
に
日
本
各
地
で
豪
雨
等
に
よ
り
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
、

今
年
も
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
気
象
変
動
に
よ
る
豪
雨
災
害
な
ど
、
こ
こ

数
年
の
状
況
は
今
ま
で
の
経
験
則
が
当
て
は
ま
ら
な
い
、
予
期
せ
ぬ
こ

と
が
起
き
る
不
透
明
な
時
代
で
あ
り
、
世
の
中
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
時
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
中
が
楽
し
み
に
し
て
い
た

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

来
年
に
延
期
に
な
り
ま
し
た
が
、来
年
の
開
催
も
不
確
か
な
状
況
で
す
。

先
の
見
通
せ
な
い
難
し
い
時
で
は
あ
り
ま
す
が
、
戦
後
の
激
動
の
時

代
を
生
き
抜
い
て
こ
ら
れ
た
皆
様
の
ご
尽
力
、
ご
活
躍
に
よ
り
高
度
経

済
成
長
を
支
え
、
今
日
の
繁
栄
と
平
和
な
日
本
が
築
か
れ
ま
し
た
。
私

た
ち
の
暮
ら
し
は
皆
様
が
日
本
の
発
展
に
尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か

げ
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
長
年
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
ご
活
躍
、
ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
皆
様
が
お
元
気
に
敬
老
の

日
を
迎
え
ら
れ
、
改
め
て
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
は
、
長
寿
国
と
し
て
、
世
界
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、本
町
で
も
百
歳
以
上
の
方
が
二
十
三
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

老
い
も
若
き
も
元
気
で
楽
し
く
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
こ
れ

か
ら
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

ま
た
、
今
後
更
に
進
行
す
る
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、
充
実
し
た
人

生
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
福
祉
の
向
上
と
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
皆
様
が
今
後
と
も
住
み
慣
れ
た
故
郷
で
心
豊
か
に
暮
ら
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
豊
か
な
経
験
と
知
識
を
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
や
さ

ま
ざ
ま
な
生
き
が
い
、
学
習
活
動
を
通
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
大
い
に
発
揮
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
私
た
ち
後
輩

を
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
終
息
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り

そ
う
で
す
が
、
決
し
て
無
理
を
せ
ず
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
、
笑
顔

で
幸
せ
な
日
々
を
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
念
申
し
上

げ
、
お
祝
い
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。
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お
祝
い
の
こ
と
ば

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の 100字以内の感想もお願いし
ます。役場政策推進課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

粘土

石粉粘土でバスケットを作成しました。
太いロープを作りクロス編みをします。
細いロープを作りかずら編みをします。
（縦30cm、横33cm）

森  恵津子さん
（新北） パッチワーク

隣保館まつりがきっかけでパッチワー
ク教室に入会しました。この作品はカム
イ調の飾暖簾です。私の気にいった作品
のひとつです。

谷田ツルエさん
（パッチワーク教室）

令
和
二
年
九
月

鞍
手
町
長
　 

岡 

﨑 

邦 

博

「
ち
ょ
っ
く
ら　

ふ
れ
旅
」
の

参
加
受
付
中
！

●
直
方
・
鞍
手
広
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
会
議

９
月
21
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
敬
老
の
日
に
際
し
、
長
年
に
わ
た

り
ご
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
み
な
さ
ま
に
一
言
お
祝
い
の
こ
と
ば

を
申
し
上
げ
ま
す
。


